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関西大学 地域連携協定一覧
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自治体 22件
団体・研究機関等 12件
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大学は、地域社会との連携を強化し、多岐に渡る
地域の課題に対して大学の教育・研究力を活かし、
解決に寄与することで相互の発展を目指す「課題
解決型地域連携活動」を推進します。

2019年６月現在



大学との連携内容

教員と連携する

ゼミ単位での連携
＜メリット・懸念＞
学生の発想と教員の知見を同時に得られる。
ゼミ等に取り入れるため、アカデミックな内容での連携活動となる。
交通費・活動費の負担等について要相談
＜方法＞
ゼミ活動での連携など

教員単独との連携
＜メリット・懸念＞
研究の知見を得られる。学生は基本的には関与しない。
謝金・研究費は必要になる場合が多い。
＜方法＞
委員会就任
受託研究 など

学生単独との連携（学生団体との連携）
＜メリット・懸念＞
意欲的・専門的な学生が学部を横断して集まる。
指導者は不在。受入れ母体や体制、保険加入状況等の確認が必要
＜方法＞
インフォメーションシステムによる周知
学部チラシ配架による周知 など

学生と連携する

教員・学生と連携する

地域
（自治体・企業等）

教員学生

学内での審査により、周知・協力可否を判断のうえ行います。



課題解決型地域連携事業の推進

－ UR男山団地 中央センター商店街の空き店舗を活用したコミュニティ拠点－

365日住民が気軽に集まれる場所

地域住民が気軽に集まれるコミュニティ拠点
「365日、いつでも誰かがいる場所」として、子
どもから高齢者まで多世代が集う場を開設

農山村集落との交流型定住による故郷づくり

「関わり続けるという定住のカタチ」と「21世紀の故
郷づくり」をテーマに、空き家リノベーションや滞在型
講座等を通じて地域に滞在し交流を深めながら農山村集
落の地域再生に取り組んでいる。

丹波市の風景

－持続的に“関わり続けるという定住のカタチ”による21世紀のふるさとづくり―

2007年開設

南花台スマートエイジング・シティ 団地再生モデル事業

－多世代が交流でき、楽しく歳を重ね成長できるまちを目指して－

3 つのワーキンググループ（街の魅力向上、小

さなつながりたくさん、環境ストック）ごとに

活動し、進捗状況や情報共有・議論する場とし

て多世代の交流を図りながら活動の広がりを見

せている。

2015年開設 2013年開設

コノミヤテラス 関西大学 佐治スタジオ だんだんテラス

地域の課題をともに考え、その解決に寄与する
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